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■大学進学率
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■生涯未婚率

女性

1980
4.45％

2015
14.06％

男性

2015
23.37％

1980
2.60％

この30年 社会はいかに変わったか
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CAREER DESIGNとは

学部長挨拶

学ぶこと はたらくこと くらすこと

発達・教育キャリア領域　

ビジネスキャリア領域

ライフキャリア領域

カリキュラムマップ

体験型選択必修科目

専門講義科目

取得可能な資格

卒業後のキャリアデザイン

卒業後の進路

あなたはどんな人生のゴールを目指し、
どんな社会で生きてゆきたいのか、
そのために自分は何ができるのか。
未来の問いを深め、

「生きるを考え、はたらくを学ぶ」。
学問は今、キャリアデザインという
新たなステージに向かいます。
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　2003年、われわれは、これまで世の中に存在しなかっ
た、「キャリアデザイン」という学部を創設しました。あれ
から十数年、本学部から社会に発信してきた「キャリアデ
ザイン」は、法政大学のブランドのひとつとして大きく成長・
発展してきました。なぜ、私たちは「キャリアデザイン」とい
う学部を設立したのでしょうか。
　1990年代になると、それまで経済成長を続けてきた日
本は、「成熟社会」といわれるように低成長経済の社会
へと移行してきました。景気が良かった時代には、社会
の矛盾は、お金で解決することもできました。しかし、景
気が悪くなると、様々な社会問題が浮きぼりになりました。
たとえば、非正規雇用者や若年失業率が増加しているこ
とや、地域社会の衰退などもあります。こうした問題には、
日本のような民主主義の社会では、「市民」が主体的に
社会変化を造りだし、問題を解決していかなくてはなりま
せん。しかしながら、現代を取り巻くたくさんの課題を見
ると、私たちは何事も政府に任せてきてしまった、といえ
るのはないでしょうか。
　こうした社会背景を踏まえて、キャリアデザイン学部が
教育目標とする「育てたい人材像」は、ひとつには、自ら
のキャリア（学び方、はたらき方、くらし方）を主体的に開

拓していくことのできる自律的/自立的な人づくりです。も
うひとつは、他者のキャリア形成を支援していくことので
きる専門性をもつ人づくりです。この二つの人間力を身
につけることは、皆さんがこれからの時代を生きるため
の前提だと考えています。将来、ビジネスマン、公務員、
教師、起業家、キャリアカウンセラーや、マスコミ、情報・
文化産業、国際ビジネスなどなど。どのような職業に就き、
その中でどのように周囲の人びとと関わりながらキャリア
を積み重ねていくうえでも不可欠な、人間としての核（コ
ア）となるものです。
　現実の社会は、複雑な出来事や課題から成り立って
いるため、これまでのように、単一の専門領域から問題
を解き明かすことは、しばしば困難になっています。だか
らこそ、本学部では、教育とビジネスとライフに関する幅
広く深い学びを統合的に学べるカリキュラムを、皆さんに
提供します。皆さんが自分の興味や関心に合わせて、自
ら主体的にカリキュラムを選択し、複合領域を横断的に
学び、自分なりの研究テーマを設けて、研究成果を出す
ことが、本学部では可能です。
　キャリアデザイン学部は、これからの時代を開拓する「自
分」づくりに挑戦しようとする人たちを歓迎します。
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社
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社
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ャ
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ア
領
域

ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
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領
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発達・教育キャリア領
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産
業
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多文化・グロ
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教育と社会

集
団・
相
談

文化マネジ
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ン
ト

学校教育と地域学習

個人の
生き方の
デザイン

変化する社会を生き抜くための総合的学問
私たちのキャリア（人生）と、そのキャリアを支える社会は、学ぶこと（発達・教育）とはたらくこと（ビジネス）とくらすこと（ライフ）
の3つの要素で成り立っています。この3要素は、重なりあったり、からみあったりしながら、複雑に関係しています。１つの要
素を学ぶだけでは見えてこない私たちの「キャリア」を包括的にとらえることで、既存の学問ではなしえなかった、「変化する社
会の中で生きること」全体の探求が可能になります。社会もキャリアも変化めまぐるしいこの時代。手に入れるべきは、その変
化に耐えうる、より高次の視点なのです。

キャリアデザイン学部　
学部長  武石 恵美子
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子どもの幸福度調査 OECD

移行期の若者

ラボラトリー・スクール
受験勉強

エラスムス

青年期教育
学校教育を問う

ICT教育
思春期の育ち

学びあい

ギャングエイジ
児童虐待防止法

フリー・スクール

教育実践

子どもの世紀
学校文化 教育マネジメント

教師文化をつくる タブラ・ラサ
教師教育を問う

学校づくり

道徳教育

ハヴィガースト

労働教育の必要性
ペスタロッチ

地域学習支援
学びつづけること

ルソー
社会教育の推進進路の支援

スクールマネジメント

学校経営の方法

エリクソン教育社会学

ライフロングエデュケーション

生涯学習

子ども中心教育

18歳選挙権

学歴社会はただしいか？

いじめ防止対策法

学校に通う意味

キャリアカウンセリング

キャリア教育

心理学

教育学

ラポールの形成

基本的信頼感

アイデンティティ

アクティヴラーニング
就業教育

ユニバーサルデザイン

キャリア支援ロジャーズ

カウンセラー

教育格差の解消

スクールカウンセリング
地域支援

ホームエデュケーション
家庭の教育

オルタナティヴスクール

ユニセフ

発達心理学

メディア・リテラシー

エスノグラフィー

フィールドワーク

インタビュー

クリエイティブ・クラス

文化産業

創造都市

移住者

マイノリティ

ジェンダー

プログラム評価論

DV防止法 ミュージアム

創造的行為

風景表現
文化政策

アーティスト育成

海外インターンシップ

オリンピック

待機児童問題

ノーマライゼーション

観光立国日本
ユーモア

伝統文化の尊重

夫婦関係の変化
銀婚式

インクルージョン
障害者支援

アメニティ
ライフスタイル

生活設計

イクメン

自助グループ

犯罪心理を問う

常識を疑え

ロハス

東アジアの協力
共生

家を買う
DINKS

国際文化

多文化理解

まちづくり

美術館の役割

ライフイベント 学芸員を育てる

セクシャリティ

博物館の機能

ローカリズム

地域社会
ライフキャリア

出産の支援

家族論

アート・マネジメント

まちおこし

お年寄りと共に生きる社会

出生率の上昇
社会学

グローバル化
コミュニティ海外生活の実践

アクションリサーチ
予防研究

コラボレーション
コンサルテーション

国際関係を考える

ニーズアセスメント

人と環境の適合

エビデンス

アウトカム

地域連携の推進 評価デザイン
キャパシティビルディング

高齢社会
ウェルビーイング 主観的幸福感

コミュニティ感覚

国際社会

エンパワメント

アカウンティング
ファイナンス

ミドルマネジメント ブルーオーシャン マーケットイン
プロダクトアウト

会計情報

アントレプレナーシップ

業績目標

就職後 リーダーシップ

職業選択

エンプロイアビリティ
職業能力開発

リーマンショック
キャリア支援

転職

コラボレーション
企業マーケットリサーチ

働き方改革

残業

トランジション

労使関係

アルバイト 地域開発
アンケート

新規事業

キャリアレインボー
価値創造

コアコンピタンス
組織マネジメント

ミクロ経済
マクロ経済生涯年収

女性の社会進出
ワークライフバランス

会計学

地域マネジメント
マーケティング 人材育成

会社組織

過労防止策経営学

人的資本

デュアルシステム

エンゲージメント

社会人基礎力

ファストトラック
ジェンダー平等

知的熟練

自己効力感

コーチング

コンピテンシー

キャリアコーン

ダイバーシティキャリア自律
コミットメント

人材ポートフォリオ

ホワイトカラー
自営業

在宅勤務

裁量労働
キャリア権

人材マネジメント

企業価値

Ｍ字カーブ

両立支援

イノベーション

マタハラ防止策
プロティアンキャリア

バウンダリーレス

労働組合

内部労働市場

ワークシェアリング
広告を考える 自己実現

自己啓発
インフレーション

働き方改革

同一労働同一賃金
キャリアコンサルティング

育児支援

プランドハップンスタンス

NPO

地域社会学
オーガニック

いなか暮らし

オーラルヒストリー
人的資源管理

フレキシキュリティ

労働経済学

ジョブシェアリング月

1限

2限

3限

4限

5限

6限

火 水 木 金 土 日

昼休み

藤本亜美さんの2年秋学期の時間割

サークル 遊 び

カフェでバイト

カフェでバイト カフェでバイト

カフェでバイト 読 書
休 憩

勉 強

勉  強

勉 強

勉 強

遊 び

生涯発達
心理学

キャリア
カウンセリング

発達・教育
キャリア入門D

コミュニティ
社会論

若 者
文化論

人 材
育成論

キャリア
モデルケーススタディ

キャリア
開発論

ゼ ミ

ゼ ミ

キャリア
体験学習

英会話

キャリアデザイン学部

発達・教育キャリア領域

ビジネスキャリア領域

ライフキャリア領域

教育と社会
学校教育と地域学習
発達と学習

産業社会
集団・組織
個人・人間

多文化・グローバル社会
文化マネジメント
自己・他者・関係

卒業後のキャリアデザイン

社
会
で
の
活
躍
・
貢
献

人間がどのように発達するか、どのように学
ぶか、教育は社会にどのように貢献するかを
学びます。この領域を通じて、自ら生涯学び
つづけながら、他者の学びとキャリア形成を
支援する人材を育てます。

社会の産業や労働はどのように成立している
のか、そこで人はいかにしてはたらくのかを
学びます。この領域を通じて、人間に対する
洞察力を備え、経済社会の発展・変革に貢献
できる人材を育てます。

身近なコミュニティからグローバル化する社
会全体まで、私たちのくらしを支えるコミュ
ニティがどのように成立しているのかを学び
ます。人とコミュニティを多面的に理解し、
地域の発展を支援できる人材を育てます。

3つのアプローチ

入   

学

1年次 2年次 3年次 4年次

藤本亜美さんの卒業までの履修例。発達・教育キャリアをメインで専攻しつつライフキャリアを副専攻。

卒

　論

「経済」を支える仕事
金融・保険
人材サービス（キャリアカウンセリング）
製造（メーカー）
商社・デパート・卸・小売り
各種サービス・観光業
マスコミ（テレビ局・新聞社）
情報・通信・IT産業
広告制作会社
など

市ヶ谷基礎
(リベラルアーツ)

ライフ (基礎)

発達・教育
(基礎)

ビジネス(基礎・展開)

ゼミ

横断領域 (キャリアデザイン学)

発達・教育 (展開)

ライフ (展開)

「学び」を支える仕事
高校教諭
中学校教諭
小学校教諭
大学職員
図書館司書
予備校教職員
教育産業企業のスタッフ
など

「くらし」を支える仕事
国家公務員
地方公務員
医療機関・福祉関係
建設・不動産
など

学ぶこと はたらくこと くらすこと。3要素の学びには「リスク」があります。それは、「広く浅い」学びに陥ること。本学部では、

「広さ」が「専門性の深み」につながる2つの仕組みをつくっています。１つは「キャリアデザイン学」という総合的な領域の

設定。３領域をただ足し算するのではなく、3領域をからめあうことによって見えてくる新しい学問を専門的に学びます。も

う１つは「領域専攻」。どれか1つ、自分の最も深めたい領域を2年次に専攻し、その領域を軸に、残りの2つの領域も学

びます。専攻した領域は自分のキャリア（人生）の「強み」になります。

学ぶこと はたらくこと くらすこと
−人生(キャリア)を構成する3要素
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ニート

不登校学級崩壊

AD/HD

学習障がい
アスペルガー

発達障害

スクールカースト

モンスターペアレント

若者支援
生涯発達心理学 教育心理学学校イノベーション

多文化教育

リテラシー

国際文化交流図書館の活用
情報教育オランダの教育子どもの幸福度調査

OECD移行期の若者

ラボラトリー・スクール

受験勉強
エラスムス 青年期教育
学校教育を問う

ICT教育思春期の育ち学びあい

ギャングエイジ

児童虐待防止法

フリー・スクール教育実践

子どもの世紀

学校文化

教育マネジメント

教師文化をつくる

タブラ・ラサ

教師教育を問う

学校づくり

道徳教育

ハヴィガースト

労働教育の必要性

ペスタロッチ
地域学習支援

学びつづけること ルソー

社会教育の推進

進路の支援

スクールマネジメント

学校経営の方法

エリクソン教育社会学

ライフロングエデュケーション

生涯学習
子ども中心教育
18歳選挙権

学歴社会はただしいか？

いじめ防止対策法
学校に通う意味 キャリアカウンセリング

キャリア教育

心理学
教育学

ラポールの形成

基本的信頼感 アイデンティティ

アクティヴラーニング

就業教育
ユニバーサルデザイン キャリア支援 ロジャーズ

カウンセラー

教育格差の解消

スクールカウンセリング

地域支援

ホームエデュケーション

家庭の教育 オルタナティヴスクール

ユニセフ

発達心理学

メディア・リテラシー

発達・教育キャリア領域 

大学受験や就職活動のように進路が「移行する」時期には、
キャリアについて考える機会が多くなります。このような「移行
期の若者」を幅広く研究しています。生涯発達心理学や教育心
理学の観点から「問い」を探求し、文献を読み、調査をして、研
究論文にまとめていきます。まとめた研究論文は大学の懸賞論
文に挑戦しています。

メディアを通して国際交流をおこない、発展途上国への学習
支援活動をする。これが坂本ゼミの活動です。自分たちで取材
をして映像番組を制作し、メディアを活用しながら、国内の
小学校と海外の小学校との国際交流を支援します。3年次に
は海外研修を行い、海外の大学の学生との恊働学習をおこな
います。

田澤ゼミ（発達心理学）坂本ゼミ（情報メディア論）

1.研究テーマは？

「なぜ思春期は生きづらいの？」が研究テーマ。具体的には、「なぜ学校に行けないの？」「なんで恋がう
まくいかないの？」「どうして‘親の愛’はこんなに重いの？」「どうやったら人を理解できるの？」「なぜか
わいいわが子を虐待してしまうの？」「どうして空気が読めないの？」など、たくさんの「なんで？」を追求
しています。

2.研究方法は?

研究方法は２つ。１つはインタビューのナラティヴ・分析。もう１つはエスノグラ
フィックケーススタディ（現場に入り込み事例を研究する手法）。児童福祉施設や
小・中・高校、フリースクールやシェルターなどの教育現場にボランティアとして16年
関わってきました。悩んでいる人に「自分の言いたかったことはまさにこれ」と感じて
もらえるような研究をすることが目標です。

3.研究成果は？

わかったのは、さまざまな生きづらさの根っこには「しんどいの
は私のせいではない」という思いがあること、「この人生は自分
で選んだ」と思えれば、苦しさから解放されることです。私たち
は生まれる場所も時代も、何も選べません。この受け身の人生を
能動的な選択にすることがまさに「キャリアデザイン」なのです。

人間がどのように発達するか、どのように学ぶか、教育は社会にどのように貢献するかを
学びます。この領域を通じて、自ら生涯学びつづけながら、他者の学びとキャリア形成を
支援する人材を育てます。

ゼミの様子

懸賞論文表彰式

カンボジアの小学校でボランティア

遠藤  野ゆり 准教授
臨床教育学

中学生のときに読んだ本で、家族と暮らせない子どもたち
の施設の存在を知り、「これをテーマに卒論を書きたい」と
教育学部に進学、研究を続けて今に至ります。おとなに理解
されなかったり友だち関係に疲れたり、「思春期の生きづら
さ」が研究テーマです。

『あたりまえを疑え！』 2014 新曜社 （共著）
『エピソード教育臨床 生きづらさを
描く質的研究』 創元社 2014 （共著）

『虐待された子どもたちの自立』 
2009 東京大学出版会 （単著）

主な著作

教員紹介

児美川  孝一郎 教授

青年期教育 キャリア教育
教育という位相から、若者のキャリア形成とその支援
の問題について考える。

高野  良一 教授

教育行政論  学校改革論
学校づくりと、それを支援する教育行政機関やNPO、
企業などの現場に触れ、教育や学校の抱える諸問題
を探る。

坂本  旬 教授

情報メディア教育学 図書館情報学
インターネットを活用した異文化探究学習を実践し、
国際文化交流コーディネーターとしての能力を身につ
ける。

笹川  孝一 教授

生涯学習学 リテラシー論
さまざまな人のキャリアを時代と世界の中でとらえ、
自分自身のキャリア形成と他の人々のキャリア支援を
考える。

松尾  知明 教授

多文化教育・カリキュラム論
多文化共生と教育をテーマに、差異と共にいかに
生きていくのかを追究する教育のあり方について考
察する。

田澤  実 准教授

生涯発達心理学 教育心理学
移行期をキーワードに、人間の生涯にわたる発達を、
それぞれの場面での支援もあわせて考える。

筒井  美紀 教授

教育社会学 労働社会学
「こんな社会で生きていきたいなぁ」――教育・労働・
生活・政策にまたがる、あなたがやりたいテーマをと
ことんつき詰める。

寺崎  里水 准教授

教育社会学 学校社会学
学校にはなんのために行きますか。勉強？ 友達づく
り？ 単なる人生の通過点？ 学校と人、社会との関わ
りについて考えます。

宮城  まり子 教授

臨床心理学 キャリアカウンセリング 生涯発達理学
キャリア開発支援とキャリアカウンセリング。子どもか
ら中高年に至る生涯にわたる発達とキャリア支援に
ついて研究する。
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若年労働問題
モチベーション

就職後

リーダーシップ職業選択
エンプロイアビリティ

職業能力開発

リーマンショック

キャリア支援

転職

コラボレーション 企業
マーケットリサーチ

働き方改革

残業

トランジション

労使関係
アルバイト

地域開発
アンケート

新規事業キャリアレインボー

価値創造

コアコンピタンス組織マネジメント

ミクロ経済

マクロ経済 生涯年収

女性の社会進出

ワークライフバランス

会計学地域マネジメント マーケティング
人材育成会社組織

過労防止策経営学 人的資本デュアルシステム

エンゲージメント
社会人基礎力

ファストトラック

ジェンダー平等知的熟練
自己効力感 コーチング

コンピテンシー

キャリアコーン
ダイバーシティ

キャリア自律

コミットメント

人材ポートフォリオ
ホワイトカラー
自営業

在宅勤務

裁量労働
キャリア権

人材マネジメント 企業価値

Ｍ字カーブ

両立支援

イノベーション
マタハラ防止策 プロティアンキャリア

バウンダリーレス

労働組合

内部労働市場

ワークシェアリング
広告を考える

自己実現

自己啓発

インフレーション

働き方改革

同一労働同一賃金

キャリアコンサルティング

育児支援

プランドハップンスタンス

ビジネスキャリア領域 

『サービス業のマーケティング戦略』
2015 中央経済社 （共著）

『サービス産業の構造とマーケティング』
2006 中央経済社 （共著）

主な著作

酒井  理 教授
マーケティング

学生時代は、研究者になりたいと考えて
いませんでした。東京都庁で中小企業
のコンサルティングに関わるうちに、
徐々にマーケティングに興味を持つよう
になりました。組織に属さずとも生きて
いける力を身につけたいと思い、店舗の
売り上げを予測する方法などを開発す
るようになり、社会と研究の繋がりを実
感しました。そこから研究がとても面白
くなりました。

坂爪ゼミでは、働く人に関するトピックスを幅広く検討していき
ます。働くことに対する不安や疑問を学生目線で捉え、インタ
ビューや調査を通じて、理解し対応策を考えていきます。また、
ゼミ生全員で定期的にディベート大会を行い、学年間の交流を
図ると同時に、就職にむけた模擬面接も外部講師の方をお呼
びして実施しています。

坂爪ゼミ（組織心理学）梅崎ゼミ（地域マネジメント論）

1.研究テーマは？

新しく提供される「サービス」や「モノ」によって、社会が大きく変わっていきます。マーケティングは、私たちの社会
を良くしていくサービスやモノを生み出すことを考える学問です。例えば、大学にわざわざ出向かなくてもインターネッ
トで良質な教育が提供できるような新しいサービスがあれば、より豊かな社会になるかもしれませんね。

3.研究成果は？

キャリアデザインは、自分で自分の未来を描き、自分の道を切り開いてい
くことです。自分がどう生きるかを考える時に、社会の変化を知らずには
いられません。マーケティングの考え方は、キャリアデザインそのもので
す。みなさん自身のパーソナルブランディングを可能にします。

2.研究方法は?

将来の変化を予測することを重視しています。例えば、モノのインターネット化（Internet of 
Things）、人工知能によって私たちの生活がどのように変化するのか、企業や行政がどのように
対応すればいいのかを考えています。私たちの未来のために、自分の研究が少しでも役立てば
いいなと思っています。

社会の産業や労働はどのように成立しているのか、そこで人はいかにしてはたらくのかを
学びます。この領域を通じて、人間に対する洞察力を備え、経済社会の発展・変革に貢献
できる人材を育てます。

地元の神楽坂などを対象に、地域マネジメントを研究してい
ます。自分たちの人生や仕事、街の歴史をどのように考えてい
るか、自身の言葉で語られることを集約していくオーラル・ヒ
ストリー（口述の歴史）という研究手法を用います。イベント
に参加しながら多くの人々の仕事や人生の「語り」を集め、
キャリアデザインと地域のつながりを探求しています。

地域での研究報告 ゼミでのディベート

教員紹介

梅崎  修 教授

労働経済学 キャリア管理論 オーラルヒストリー
組織を支える人々がどのように働いてきたのか、それ
ぞれの「仕事の自分史」を掘り起こす。

木村  琢磨 准教授

組織行動論 戦略経営論
企業経営の観点から、会社の業績を向上させるための
経営戦略と人材マネジメントについて考える。

上西  充子 教授

労働問題 職業能力開発
若者が学校を出て職業へと入っていく、その移行の
過程の諸問題と初期の職業キャリアについて考える。

小門  裕幸 教授

アントレプレナーシップ論　
革新的企業を研究することによってグローバル化が進
む日本経済や金融手法を学び、あわせて事業構想
力を養う。

佐藤  厚 教授

産業社会学 人的資源管理論
組織とヒトのニーズのマッチングを人的資源管理と
キャリア形成のあり方に注目しながら考える。

武石  恵美子 教授

人的資源管理論 女性労働論
社会の変化や政策を視野に入れ、仕事と生活のバ
ランスを重視したキャリアデザインのあり方を考える。

中野  貴之 教授

会計学
会計情報を適切に利用・分析できる能力を身につ
け、経済的現象を的確に把握できるようになること
を目指す。

松浦  民恵 准教授

人的資源管理論 労働政策 
社会、組織、個人の事情を、どう調整して最適着地
点に到達させるか、人事管理の仕組みや政策面か
ら考える。

坂爪  洋美 教授

産業・組織心理学 人的資源管理論
働くことは充実感やストレスをもたらします。私達にとっ
て望ましい職場とはどのようなものか、心理学の立場
から考えてみませんか。
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地域社会学
オーガニック

いなか暮らし DV防止法

社会調査

ミュージアム

創造的行為 風景表現

文化政策

アーティスト育成

海外インターンシップ
オリンピック

待機児童問題
ノーマライゼーション 観光立国日本

ユーモア

伝統文化の尊重
夫婦関係の変化

銀婚式

インクルージョン

障害者支援

アメニティ

ライフスタイル

生活設計 イクメン
自助グループ犯罪心理を問う

常識を疑え

ロハス 結婚

東アジアの協力共生家を買う
DINKS国際文化

多文化理解

まちづくり

美術館の役割

ライフイベント

学芸員を育てる

セクシャリティ

博物館の機能
ローカリズム

地域社会ライフキャリア
出産の支援

家族論

アート・マネジメント

まちおこし
お年寄りと共に生きる社会

出生率の上昇社会学
グローバル化

コミュニティ
海外生活の実践アクションリサーチ

予防研究 コラボレーション

コンサルテーション
国際関係を考えるニーズアセスメント

人と環境の適合エビデンス
アウトカム 地域連携の推進

評価デザイン

キャパシティビルディング

高齢社会

ウェルビーイング

主観的幸福感

コミュニティ感覚国際社会エンパワメント

ライフキャリア領域 

『先生はおしえてくれない
大学のトリセツ』 
2017 ちくまプリマー新書 （単著）

『走らないトヨタ―ネッツ南国の
組織エスノグラフィー』
2016 法律文化社 （共著）

『都市に刻む軌跡̶
スケートボーダーのエスノグラフィー』
2016 新曜社 （単著）

主な著作

田中  研之輔 准教授
社会学 社会調査

家族、友達、恋人、先生。ひとは誰かとつながり
ながら生きています。そのつながりの強度によっ
て様々な集団が形成されます。集団を対象に、
人の生き方や働き方に関するライフキャリアの
研究をしています。UC.Berkeleyでの在外研究
中には、メキシコ移民と一緒に2年間日雇い労
働をしていたこともあります。

「社会学への招待：『常識を疑え！』」がテーマです。社会学は、
常識を疑い相対化する実践を重視します。マイノリティ、被災
者、犯罪被害者、失業者、帰国子女、etc …。私たちの生きる社
会は多様で、狭い見識による「常識」では太刀打ちできませ
ん。自分のものの見方・考え方の幅を広げ、新たな気づき・学び
を得る実践に取り組み、自分たちの常識を変えていく力を養
います。

佐藤（恵）ゼミ（社会学）荒川ゼミ（文化創成論）

1.研究テーマは？

「人びとの行動と集団の関係性を解き明かす」というのが研究テーマです。「なぜそこに集まるのだろう
か？」「その集団の中でどのような行動をしているのか」というシンプルな問いを突き詰め、他の集団との
比較へと研究を進めていきます。

3.研究成果は？

人びとは集団に規定されるだけでなく、集団をつくりかえてい
く行動の力を持っているということがわかりました。キャリアを
デザインする行為とは、独りよがりの夢物語ではなく、集団内
の関係性から紡ぎ出していく、きわめて集合的な営みなのだと
いえるでしょう。

2.研究方法は?

まずは、研究対象とする集団に私も身を置きます。これは フィールドワークという
方法で、集団のリアルに迫るのに最適な方法です。より詳しい内容はインタビュー
をして調査します。集団の＜中＞に身をおき、行動と集団の関係性を一つ一つ読
み解いていきます。

身近なコミュニティからグローバル化する社会全体まで、私たちのくらしを支えるコミュ
ニティがどのように成立しているのかを学びます。人とコミュニティを多面的に理解し、
地域の発展を支援できる人材を育てます。

荒川ゼミでは、文化やアートを「創造的なコミュニケーション
の触媒」と捉え、まちづくりや地域活性化、ネット空間におけ
るコミュニティ形成などに活かす方法を探ります。毎年、
フィールド調査を行ったり、アートプロジェクトを実践していま
す。2016年度は千代田区の防災フェスタで、親子で防災グッ
ズを制作するワークショップを実施し、芸術系大学を目ざす
高校生たちへのキャリア支援も行いました。

アートプロジェクト ゼミ集合写真

教員紹介

金山  喜昭 教授

博物館学 博物館経営論
キャリアデザインによるまちづくり活動に参加し、歴史・
文化と人々の暮らしと学びの関係を考える。

荒川  裕子 教授

西洋美術史 アートマネジメント論
アートの持つ豊かな創造性を学ぶとともに、文化や
アートを活用した地域づくりなど、社会とアートの有
機的な関わりを実践的に探求する。

斎藤  嘉孝 教授

家族社会学 社会調査
家族・子ども・結婚・親子等を鍵に、自らのキャリア、
他者支援や職業生活、社会問題や国際比較等を考
える。

佐藤  恵 教授

地域社会学 社会調査
「社会学への招待：『常識を疑え！』」というテーマのも
とで、自分のものの見方・考え方の幅を広げる実践
を行う。

趙  宏韓 教授

国際関係学 日中関係
現代中国と東アジアの政治・経済・文明を、人々の
行動と相互の関係に注目して研究する。

福井  令恵 准教授

地域研究（北アイルランド）  文化研究
＜異なる＞とされる人びとと、どのように暮らすのか、
歴史・文化の関わりに注目し、社会の諸課題を明ら
かにしながら考える。

安田  節之 准教授

コミュニティ心理学　プログラム評価論
超高齢社会で生じる多様なライフキャリアの課題につ
いて考え、課題解決のためのプログラムの開発・実
施・評価の方法を学ぶ。
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キャリアパースペクティブ

自己実現
キャリアアンカー

インターンシップ

実践知と学問知の融合

学際的な学び

キャリアデザイン

ニート アスペルガー
スクールカースト

モンスターペアレント

若者支援

生涯発達心理学

教育心理学

学校イノベーション

多文化教育
リテラシー

国際文化交流

図書館の活用情報教育

オランダの教育
子どもの幸福度調査 OECD

移行期の若者

ラボラトリー・スクール
受験勉強

エラスムス

青年期教育
学校教育を問う

ICT教育
思春期の育ち

学びあい

ギャングエイジ
児童虐待防止法

フリー・スクール

教育実践

子どもの世紀
学校文化 教育マネジメント

教師文化をつくる タブラ・ラサ
教師教育を問う

学校づくり

道徳教育

ハヴィガースト

労働教育の必要性
ペスタロッチ

地域学習支援
学びつづけること

ルソー
社会教育の推進進路の支援

スクールマネジメント

学校経営の方法

エリクソン教育社会学

ライフロングエデュケーション

生涯学習

子ども中心教育

18歳選挙権

学歴社会はただしいか？

いじめ防止対策法

学校に通う意味

キャリアカウンセリング

キャリア教育

心理学

教育学

ラポールの形成

基本的信頼感

アイデンティティ

アクティヴラーニング
就業教育

ユニバーサルデザイン

キャリア支援ロジャーズ

カウンセラー

教育格差の解消

スクールカウンセリング
地域支援

ホームエデュケーション
家庭の教育

オルタナティヴスクール

ユニセフ

発達心理学

メディア・リテラシー

エスノグラフィー

フィールドワーク

インタビュー

クリエイティブ・クラス

文化産業

創造都市

移住者

マイノリティ

ジェンダー

プログラム評価論

DV防止法 ミュージアム

創造的行為

風景表現
文化政策

アーティスト育成

海外インターンシップ

オリンピック

待機児童問題

ノーマライゼーション

観光立国日本
ユーモア

伝統文化の尊重

夫婦関係の変化
銀婚式

インクルージョン
障害者支援

アメニティ
ライフスタイル

生活設計

イクメン

自助グループ

犯罪心理を問う

常識を疑え

ロハス

東アジアの協力
共生

家を買う
DINKS

国際文化

多文化理解

まちづくり

美術館の役割

ライフイベント 学芸員を育てる

セクシャリティ

博物館の機能

ローカリズム

地域社会
ライフキャリア

出産の支援

家族論

アート・マネジメント

まちおこし

お年寄りと共に生きる社会

出生率の上昇
社会学

グローバル化
コミュニティ海外生活の実践

アクションリサーチ
予防研究

コラボレーション
コンサルテーション

国際関係を考える

ニーズアセスメント

人と環境の適合

エビデンス

アウトカム

地域連携の推進 評価デザイン
キャパシティビルディング

高齢社会
ウェルビーイング 主観的幸福感

コミュニティ感覚

国際社会

エンパワメント

アカウンティング
ファイナンス

ミドルマネジメント ブルーオーシャン マーケットイン
プロダクトアウト

会計情報

アントレプレナーシップ

業績目標

就職後 リーダーシップ

職業選択

エンプロイアビリティ
職業能力開発

リーマンショック
キャリア支援

転職

コラボレーション
企業マーケットリサーチ

働き方改革

残業

トランジション

労使関係

アルバイト 地域開発
アンケート

新規事業

キャリアレインボー
価値創造

コアコンピタンス
組織マネジメント

ミクロ経済
マクロ経済生涯年収

女性の社会進出
ワークライフバランス

会計学

地域マネジメント
マーケティング 人材育成

会社組織

過労防止策経営学

人的資本

デュアルシステム

エンゲージメント

社会人基礎力

ファストトラック
ジェンダー平等

知的熟練

自己効力感

コーチング

コンピテンシー

キャリアコーン

ダイバーシティキャリア自律
コミットメント

人材ポートフォリオ

ホワイトカラー
自営業

在宅勤務

裁量労働
キャリア権

人材マネジメント

企業価値

Ｍ字カーブ

両立支援

イノベーション

マタハラ防止策
プロティアンキャリア

バウンダリーレス

労働組合

内部労働市場

ワークシェアリング
広告を考える 自己実現

自己啓発
インフレーション

働き方改革

同一労働同一賃金
キャリアコンサルティング

育児支援

プランドハップンスタンス

NPO

地域社会学
オーガニック

いなか暮らし

オーラルヒストリー
人的資源管理

フレキシキュリティ

労働経済学

ジョブシェアリング

体系的に・学際的に・実践的に・人と社会に ついて学ぶ
3つの領域を相互に組み合わせて関連させ理論と実践とをつなぎ合わせて   学びます

ゼミ

企業や学校NPOなどでのインターン　 シップ → p.14 ～ p.15

2年生 4年生3年生1年生

卒
業
論
文

基礎ゼミ キャリア研究調査法

展開科目
キャリアカウンセリングⅠ～Ⅲ / 生涯発達心理学Ⅰ・Ⅱ / 学校論Ⅰ～Ⅳ    / 生涯学習論Ⅰ・Ⅱ / 現代教育思想 / 教育社会学Ⅰ・Ⅱ / 教育マネジメント・臨床教育相談論

リーダーシップ論 / 職業キャリア論 / 戦略経営論Ⅰ・Ⅱ / マーケティング    / 経営分析論Ⅰ・Ⅱ / 産業・組織心理学Ⅰ・Ⅱ / 人材育成論Ⅰ・Ⅱ / 労働経済学

アイデンティティ論 / アート・マネジメント論 / 国際関係論Ⅰ・Ⅱ / コミュ    ニティ社会論Ⅰ・Ⅱ / ミュージアム概論 / 多文化社会論Ⅰ～Ⅲ / 家族論 / 国際地域研究Ⅰ・Ⅱ

職業ベーシックスキル / 職業機会とキャリア

基幹科目 体験型選択必修科目

キャリアデザイン学入門

発達・教育キャリア入門

キャリアデザイン学と3領域の基礎を学ぶ科目

※簡略化した図です。基幹科目は2年次以降も履修できます。

領域ごとに高い専門性を必要とする科目 → p.16

関連科目　教員免許や司書資格などの    科目、StudyAbroad用の科目など

市ヶ谷基礎　一般教養科目

ビジネスキャリア入門

ライフキャリア入門

キャリアモデル・ケーススタディ / ファシリテーション論
労働法 / 若者の自立支援 / ライフコース論 / 生活設計論

キャリアサポート実習 / キャリア体験学習 / キャリア体験学習（国際） / 多文    化教育Ⅰ・Ⅱ / メディアリテラシー実習Ⅰ・Ⅱ / 地域学習支援Ⅰ・Ⅱ（学部認定資格）

1年次には、3領域を統合した「キャリアデザイン学入門」を学ぶとともに、各領域のうち2つ以上を選択し、その基礎を学びま
す。複数の専門を学ぶことで、学際的に学ぶと同時に、自分の興味関心を鋭く探っていきます。また1年次には、レポートや論文
の書き方、ディスカッションの仕方といった「アカデミックスキル」の獲得と、研究調査を進める専門的手法とを学びます。2年次
には、自分の専攻領域を選択し、専門科目を学んでいきます。2年秋学期にスタートするゼミでは、卒業研究に向けて、少人数

学部独自の特徴的な科目

キャリア研究調査法
「キャリア研究調査法」では、質問紙（アンケート）などを用いて収集される数値
データの分析法を「量的調査」で、インタビューなどで収集される言語データの
分析法を「質的調査」で学びます。1クラス20人の少人数制のこの授業でしっか
りと学ぶことにより、各授業でデータを用いたレポートの作成やゼミでの卒業論
文の執筆が行えるようになります。

キャリアモデル・ケーススタディ
毎回様々な場で活躍するゲスト・スピーカーを招き、ゲスト自身のこれまでの
キャリア変遷や職業観などを講演してもらいます。単に企業で働くことだけで
なく、地域や家庭との関わり方や、生涯学習の進め方など、生の声を多面
的に聞くことにより、はたらくことの実態を深く理解することができるようになり
ます。

制での密接な指導が受けられます。2年次からは、体験型の授業も始まります。半年間の綿密な事前指導を受けたうえでのイン
ターンシップは、実施後さらに半年間の振り返りによって、専門科目としっかり結びつくものになります。4年次の卒業論文では、
キャリアデザインという学問全体の枠組みの中で、自分の専門的研究を全うします。また、4年間を通じて、全学共通科目である

「市ヶ谷基礎」を学び、大学生にふさわしい教養を身につけます。
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キャリア体験学習(A / B)
実際に企業にいって中・長期間
のインターンシップを経験しま
す。半年間の事前指導では職
業観の習得やビジネスマナーの
学習、インターンシップ先の開
拓するなどをします。夏のインター
ンシップを終えて、秋以降、半
年間の事後指導で活動の分析
をします。インターン先は国内と
海外を選択します。

キャリア体験学習(C)
企業と共同で行うプロジェクト型
の学習で、例えば、企業から
提示されたテーマに沿って、課
題抽出、情報収集、企画作成、
提案、実施までの一連を行いま
す。チームづくりやビジネスパー
トナーとの関わり方、スケジュー
ル管理等、働くことにおいて必
要なさまざまなスキルを、実体験
を通じて体得することができます。

メディア・リテラシー実習
映画監督を授業に招くなどして、
メディア・リテラシーの基礎概念
を学びながら、映像制作の技法
を習得します。授業では、キャ
リア・ヒストリーをテーマにした取
材映像を制作し、YouTubeを
通じて社会に発信します。

ロサンゼルスでのインターンシップは？
一言で言うと、出版という仕事のやりがい
を感じた半面とても大変でした。出版業
界には忙しいイメージがありますが、その
通りでした。その中でも私が一番楽しかっ
た取材は、「ビーチ沿いのレストラン特集」
です。気になるレストランをピックアップし、
実際に取材にも同行しました。夕方から
３つのビーチで計６店舗の取材と撮影で
した。いかに効率良く取材をして回るか
が大事でした。お洒落で美味しい料理で
も最後の方はキツさを感じました(笑)。こ
うした出版社の醍醐味も味わった思い出
ができました。

キャリア体験はどのような授業ですか？
選択必修科目で体験先を自由に選べる科
目です。私は2年生から海外フィールドで
インターンシップを経験することで、自分
のキャリアについてより早く考えられると思
い、履修をしました。私のインターンシッ
プ先は、アメリカ・ロサンゼルスにある日
本企業の出版社でした。
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会計学

地域マネジメント
マーケティング 人材育成

会社組織

過労防止策経営学

人的資本
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エンゲージメント

社会人基礎力

ファストトラック
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自己効力感
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ダイバーシティキャリア自律
コミットメント
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ホワイトカラー
自営業

在宅勤務
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キャリア権

人材マネジメント

企業価値

Ｍ字カーブ

両立支援

イノベーション

マタハラ防止策
プロティアンキャリア

バウンダリーレス

労働組合

内部労働市場

ワークシェアリング
広告を考える 自己実現

自己啓発
インフレーション

働き方改革

同一労働同一賃金
キャリアコンサルティング

育児支援

プランドハップンスタンス

NPO

地域社会学
オーガニック

いなか暮らし

オーラルヒストリー
人的資源管理

フレキシキュリティ

労働経済学

ジョブシェアリング

地域学習支援
住民が自主的に地域づくりの学びを深め
るのに必要な支援、コーディネートの役
割などを学び、多文化教育、地域文化
振興、コミュニティとメディア等に関する
実践的な現場で実習をおこないます。学
部独自の資格「地域学習支援士」の育成
の中核となる授業です。

海外の活動

海外でのインターンシップは、企業での体験だけでなく、現地でのくらし、ホームステイ先の家族とのコミュニケーション経験
を積みます。

キャリア体験学習（国際）
海外に2週間滞在し、現地での文化やくらしにふれ、「日常生
活を送る」体験をします。食事や買い物等はもちろん、現地の
言葉や歴史を学び、現地大学生との交流もはかります。また、
企業インターンシップを実施します。事前学習では半年間かけ
て、滞在先探し、現地の言葉の学習、インターンシップできる
企業探しなどを行います。夏休みを利用して現地に赴き、帰国
したのち、半年間かけて、各自が体験してきたことの意味を探求。12月に学部開催の報告会
を実施します。2015年度は中国（北京）、ベトナム（ホーチミン）に滞在しました。

体験型選択必修科目

ホームレスの子どもたちの孤児院を
運営するNPOでのインターシップ

ホーチミン・戦争証跡博物館の見学

仕事終わりに上司と行ったドジャースの試合

２年次以降、全員が「体験型選択必修科目」を履修します。この科目は、国内での活動と国外での活動に
大別されます。産学連携やボランティア活動など、多彩な活動があり、事前指導、事後指導を含め、1年
間をかけたインターシップとなります。複数のインターシップの履修が可能です。

キャリアサポート実習
高校生等にキャリア教育プログラムを実施
します。学生は高校生等の意見を引き出
したり、話し合いを円滑にするようにファ
シリテーターとして関わります。そのため
に、事前指導では傾聴やファシリテーショ
ンスキルを学びます。

国内の活動

国内でのインターシップは、企業・学校・NPO・官公庁など多様な場で実践を積みます。

キャリア体験学習（A）海外を履修して
３年  入江 加奈子

ロサンゼルスで得られたものは何か？
ずばり「主体性」そして「キャリア観」です。上司
に頼まれた案件では、「最低限」でなく「プラ
スα」のことをする、指示待ち人間にならない
ことが求められます。忙しい出版業界。仕事
を頼まれる際に必ず期限を聞く、相手のこと
を考え+αの仕事をする(下調べでの情報量
を多くする)という２つを習慣にしていました。
それが信頼関係を深め、下調べや校閲だけ
でなく、１つの大きな取材を任される結果に
繋がったことが嬉しかったです。
案件は車椅子バスケットボールの取材でし
た。普段の練習を近くの地域内で行っている
チームの下調べから行いました。英語での取
材のため質問内容の英訳の準備もしました。
メンバーへの取材では、バスケへの気持ち、
つらいエピソードや今後の夢を語ってくれまし
た。夢を持っている人は誰よりも強いと感じ、
自分の夢について考えさせられました。
インターンシップを通して様 な々価値観の人に
出会いました。今は、将来たくさんの人や価
値観と出会える仕事に就きたいと考えていま
す。こうしたインターンシップを2年生で経験
できることはキャリアデザイン学部の強みだと
思います。

実際に書いた記事（LAフェスティバルの案件）
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趣味
旅行。4年間で38都道府県を回りました。
映画鑑賞。英語の勉強もかねて洋画を中心に400本以上
鑑賞しました。

⇒人と積極的に関わりたい
・企業でのおとなの支援を調べたい（ビジネス科目）

五つ星ホテルで「ホテル
のスタッフ同士の支援」をフィー
ルド調査（講義科目・ゼミ）

1年次

2年次

3年次

4年次

Macherで就活生への
アドバイザー活動
（自主活動）

「教師になりたい」
と＜発達・教育＞に
関心をもって入学。

障害者や貧困の若者の自立支援のNPO
に参加（体験型選択必修科目・講義科目）

離島の中学校での学習支援を実施（ゼミ）

IT企業でのインターンシップ
（1年半）「企業でのスタッフ同士の支
援」をフィールド調査（ゼミ）

企業でのスタッフ同士のユーモアを
介した支援について卒業論文を執筆
（ゼミ）
第39回法政大学
懸賞論文で入選

2017年3月卒業

篠原 礼樹
北海道・北広島高校出身
2017年4月より（株）セールス
フォース・ドットコム勤務

小学生の農業体験を企画

友人と瀬戸内海へ

懸賞論文表彰状

小学生に農業体験を
提供するプロジェクト
に参加（ゼミ）

体験型の授業は充実感があり、学んだ実感を抱きやすいものです。けれどそれだけでは、満足と感動で終わってしまい、力
になりません。体験で得たことを本当の力に変えていくためには、自分の体験の意味、意義を客観的に分析し、新たな活
動に生かしていくための知識や分析力が必要になります。本学部では、3領域それぞれについての、また領域を横断する内
容の、専門性の高い多様な内容の講義科目を開講しています。これらの授業で得た知識が体験型授業の実践の質を高める
だけでなく、体験型授業で得られた充実感や体感知をもとに、今度は講義内容の理解が深まります。このように、実践知と
学問知が相互に循環・融合しながら高めあい深めあう仕掛けが、本学部の授業には組み込まれています。

体験型授業、ゼミ、講義科目、etc.
本学部では、学問と実践とを行き来し深めていくしくみがあります。学問を学問で終わらせずに実社会へとつなげていく。
これらの学びをとおして学生たちは、「自ら主体的に社会に関わる」姿勢と、社会変化に耐えうる強さを身につけます。
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企業における経営戦略をさまざまな情報に
基づいて分析し、理解します。また、その
経営戦略がどのようなプロセスで形成され、
採用されたのか、さらに、その経営戦略を
実行するためにどのような課題を克服する
必要があるのか、
などを考えます。
具体的な企業の
事例を取り上げ
て詳しく学ぶこと
で、生きた社会
の現実を分かり
やすく学ぶことが
できます。

多様な内容に高い専門性の講義科目 実社会と多様なつながりとキャリアデザイン

私のおすすめ授業
戦略経営論

（木村琢磨担当)
家族論

（斎藤嘉孝担当）
学校論Ⅲ（キャリア教育）

（児美川孝一郎担当）

3 年 中嶋海斗

親と子どもの関係や、男女が交際から結婚
生活に至るまでの過程などを学習します。家
族の良い側面だけでなく、DVや育児放棄な
どの家族間で起きるトラブル、離婚やひとり
親家庭などについても、統計や映像を用い
ながら学びます。
自分自身の生活
に身近なテーマを
扱うため、 興 味
を持てる部分が多
く、改めて人との
繋がりについて考
えることのできる
授業です。

この授業では、キャリア教育の概念を捉え
なおした上で、日本における現状や課題に
ついて考えます。卒業時の一斉雇用、就身
雇用。日本に独特のしくみをふまえてキャリ
ア教育を分析します。ディスカッションやワー
クの時間がたくさ
ん設けられている
ので、自分の頭
でそれぞれのテー
マについて考え、
深い理解に繋げ
ることができます。
とても学び 甲 斐
のある授業です。

3 年 高橋友香4 年 桑原凪彩

実践知と学問知の融合+∞
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○中学校（一種）社会科　　○高等学校（一種）地理歴史科・公民科
中学・高校の社会科一種教員免許を取得できます。教員免許の取得には、文部科学省の定めた、教職に関する所定の科
目を修了することが必要です。「はたらく」「くらす」ことについても学べる本学部で教員免許を取得することは、社会全体の
労働や生活をふまえて教育を論じられる教員になることを意味しています。とりわけ、近年必要性の増しているキャリア教育に
ついて高い専門性を備えた教員を養成しています。

■社会教育主事 ■日本語教師 ■会計プロフェッション（公認会計士など会計に関す諸専門資格）　■ファイナンシャルプラ
ンニング技能試験 ■簿記検定 ■秘書技能試験定 ■図書館司書・司書教員 ■博物館学芸員 などなど

資格を活かし“学び”を支える（八王子市立由井中学校社会科教諭）

笹谷  寛   (2016年3月卒業)

本学部で何よりよかったのは、教職科目以外の教育学についても、学部で専門的に学べたことです。
その結果、教員の多忙など現場が抱える課題や、海外の教育事情などを幅広く学ぶことができました。
そして、教育現場の厳しさをよく知ったうえでそれでもやはり教師になりたいと思い、教職を志すこ
とができました。この決断は、組織の人材育成や地域コミュニティの形成など、通常の教育学では学
ぶことがないけれど、本当は教員にとって理解しておくことが絶対に必要な問題も専門的に学び、自
分の強みにできた、と思えるようにでたからこそ可能になりました。
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2015 年度SA派遣学生
(A～J、10 名)

スコア
の変化 入

学
時

帰
国
後

入
学
時

帰
国
後

R

時代と情報を創り伝える
現在、土曜日の朝６時から放送している「週刊ニュースリーダー」で、天気中継やス
タジオでの解説を担当しています。テレビで視覚に訴えるためには、画面に何を映
しながら話すことが効果的なのか、どのような話を視聴者の方は知りたいのかを
考えながら話をするよう心がけています。大学時代、キャリア体験学習でケーブル
テレビ局にインターンシップで行き、動画の編集や取材を経験し、１つのVTRに多
くの人・時間・こだわりがあることを実感しました。この経験があるからこそ、番組
に関わったすべての方の思いを受け止めながら自分の言葉で情報を伝えられるこ
とに、よりやりがいを感じています。
その他にも、大学時代の経験が、現在の仕事に大いに生きていると実感すること
が多々あります。例えば、教育学のゼミではゼミ長を務め、皆から様々な意見を
得るために、質問の仕方を工夫したり、有意
義な時間配分を考え進行した経験。キャリアサ
ポート実習で学んだファシリテーションスキル。
オープンキャンパススタッフや、教員免許状を
取得する過程で行った教育実習では、どのよう
な順序で話し、どのような例を挙げて説明すれ
ば、聞き手により理解してもらえるか、説明や

授業が楽しいと思ってもらえるかを試行錯誤した経験。これらはすべて、番組を進行する際や何かを
説明する際、今の仕事につながっています。
上記以外にも様々なスタッフ活動をしていましたが、どんな経験も思いがけないところで役立つものだと
実感しており、大学時代に貴重な経験の場を与えて下さった大学や学部に改めて感謝しています。

キャリアデザインに生かすクアリフィケーション 卒業後のキャリアデザイン

キャリアサポート体制

その他の取得可能な資格

教員免許

Study Abroad

充実したアドバイザー陣 キャリアデザイン学部専任の5名のアドバイザーが履修相談から就職活動までをサポート
します。

キャリアアップ奨励金制度 本学部の趣旨に合致する資格試験の受験や講座の受講料を補助します。フィナンシャプ
ランニング技能試験、簿記検定、秘書技能試験などが対象です。

キャリアセンター（全学） 就職活動の流れやインターンシップ支援、学内企業先行、OB/OGによる企業紹介など
きめ細やかなキャリア支援が受けられます。

職場の上司からのコメント
アナウンサーの仕事は「伝える」こと、ゲストの話を「聞く」こと、議論を「進行する」ことなどなど…、池谷さ
んが担当する「週刊ニュースリーダー」は、まさにこれら全てのスキルを要求されます。時には難解なニュー
スを扱うこともありますが、そんな時こそ、伝え手であるアナウンサーの出番です！きっ
と事前の予習をしっかりしているのでしょう、立派にプレゼンする池谷さんを皆さんも
ぜひテレビでご覧になって下さい！

テレビ朝日  総合編成局
アナウンス部

池谷  麻依
(2015 年 3 月卒業 )

テレビ朝日 総合編成局
アナウンス部部長

田中  義樹 様

「学生が選ぶベストティーチャー賞」
スタッフ活動にて

海外の提携大学に留学し、約15週間の英語講座を受講できます。集中的に英語を学び、英語によるコミュニケーション能
力を向上させるとともに、今後のキャリア形成の軸となる実践的英語スキルの取得を目指します。事前に半年間、留学に向
けた英語講座を受講します。英語力の向上と同時に、参加メンバーの交流を深め、安心して留学先に向かいます。留学先
はアデレード（オーストラリア）、オークランド（ニュージーランド）で、このプログラムに参加すると16単位が認定されます。

佐川 ひなの（3年） /オークランド（ニュージーランド）に滞在
約4か月間の留学は、自分を大きく変えてくれました。最初はこの環境の変化についていくのが
やっと。特に言語が通じないことでは非常に苦労をしました。しかし、それが英語を学ぶモチベー
ションとなりました。周りの人たちも親切で、私の拙い英語も一生懸命聞いてくれました。特に
ホストファミリーには、悩みや困ったことを相談して、一緒に解決方法を考えてくれ、非常に感
謝しています。学校では、リスニング、スピーキング、リーディング、エッセイ、プレゼンテーショ
ンを鍛え、実際に使える英語が学べました。帰国後に受けたTOEICでは、100点以上スコア
アップできました。世界中から集まった友達と、放課後遊びに行ったり、観光地に行ったりと、私生活も充実していました。出会う人、文化、
言語などすべてを取り巻く環境が180度変わってしまうことは、日本での暮らしでは手に入らない、貴重な経験だと思います。このニュージー
ランドでの生活は、私の一生の財産になりました。
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キャリアデザイン学部では、「働くとは何か」「社会における自
分の役割とは何か」を真剣に考えることができました。私は高
校卒業後に入学したアメリカの大学で「人的資源管理論」に興
味をもち、この分野を日本でも体系的に学びたいと考えたた
め、編入先として本学部を選びました。授業で学んだドナルド・
スーパーの理論「ライフ・キャリア・レインボー」が印象に残り、
これが、自身の生き方や社会での役割を考えるきっかけとなり
ました。就職活動で内定先の企業を選択できたのも、本学
部での学びが活きたからだと思っています。尊敬する先生のゼ
ミに入り、仲間と将来を語り合いながら見聞を深めた経験は、
私にとっての財産です。

興味・関心のあることを、幅広く、かつ徹底して深く学べるこ
の学部のカリキュラムは、自分にとって最善のものでした。特に、
社会学を学ぶゼミは、＜「常識」を疑う＞ことがテーマ。仲間
との共同研究やディスカッションの中で、考えの幅を広げてい
くことができました。このゼミの活動を通して、「社会で起きて
いる様々な問題の改善策を考えていくことで、社会の問題を
解決しより良い社会を築きたい！」と思うようになりました。これ
が、私が公務員を志望するに至った理由です。この4年間で
専門的な学問を学び、そしてこれから生きていくために必要な
ことを学べたことは、自分の一生の財産になったと思います。

4年間を振り返って感じる学部の魅力は、自由度が高いことで
す。私は実践型マーケティングゼミでの活動を軸として大学生
活を過ごしてきましたが、多くの人との出会いや社会と関わり
ながら実際にプロジェクトを進めた経験は、自分に自信を持た
せてくれました。また、インターンシップ先を自己開拓する「キャ
リア体験学習」や、ゲストスピーカーから各業界の現状を直接
教わる「就業機会とキャリア」といった特色ある授業を通じ、自
らの適正を把握できたことも、納得のいく進路に辿り着いた要
因のひとつだと感じています。私はほんの一例に過ぎず、選
択次第で大学という枠を超えた幅広い学びが可能なのがキャ
リアデザイン学部であると思います。

「人々の当たり前の日常を支えたい」そんな想いから、私は鉄
道業界を志望しました。その価値観は大学生活を通して芽生
えたものです。本学部では3領域から成るカリキュラムで幅広く
学び、学年が上がるにつれて専門性を深めます。中でもゼミ
やキャリアサポートの授業では、仲間と議論を交わしたり、学
校外の人と交流をしたりし、コミュニケーション能力を育んで
きました。卒業を間近に控える今、学業や部活動、アルバイト
などの「当たり前の日々」はかけがえのないものだと改めて感じ
ています。これまで支えてくれた家族や友人、自分に携わって
くれた全ての先生方に感謝しています。入って良かったと思え
る学部、それがキャリアデザイン学部です。

【建設】 大和ハウス工業（株）、住友林業（株）、大東建託（株）、
日本電設工業（株） など

【製造】 大日本印刷（株）、凸版印刷（株）、（株）ブリヂストン、日本
電気（株）（NEC）、（株）ベネッセコーポレーション、太平洋セメント

（株）、大王製紙（株）、JXエネルギー（株）、NTN（株）、（株）岡
村製作所、（株）LIXIL、タカラスタンダード（株）、（株）廣済堂、（株）
ぎょうせい、日立オートモティブシステムズ（株）、日本乳化剤（株）、
日本電産サンキョー（株）、トッパン・フォームズ（株）、大王パッケー
ジ（株）、Mipox（株） など

【卸・小売】 ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）、（株）東急百貨店、
兼松（株）、（株）山善、（株）ミツウロコ、アスクル（株）、田村駒（株）、

（株）しまむら、（株）ビックカメラ、（株）ゼンショーホールディングス、
（株）ホットランド、パナソニック電材システム（株）、パナソニックコン
シューマーマーケティング（株）、花王カスタマーマーケティング（株）、
アルフレッサメディカルサービス（株）、ピープル（株）、日精（株）、ソフ
トバンクコマース&サービス（株）、日本管財センター（株） など

【金融・保険】 （株）三菱東京UFJ銀行、（株）三井住友銀行、（株）
みずほ銀行、（株）みずほフィナンシャルグループ、（株）横浜銀行、
三井住友信託銀行（株）、（株）常陽銀行、スルガ銀行（株）、（株）
肥後銀行、（株）大光銀行、（株）八千代銀行、（株）東和銀行、あ

本学には夜間の社会人大学院「キャリアデザイン学研究科（キャリア
教育・発達プログラムおよびビジネスキャリアプログラム）」があります

2017年3月に卒業した皆さんに学部での学び を聞きました

中村 円香
株式会社ベネッセコーポレーション
名古屋市立名東高等学校

会津 勇矢
練馬区役所
明治学院東村山高等学校

佐藤 佑紀
太平洋セメント株式会社
大分県立 津久見高等学校

福田 真也
東海旅客鉄道株式会社
埼玉県立越谷西高等学校

いおいニッセイ同和損害保険（株）、損害保険ジャパン日本興亜（株）、
（株）かんぽ生命保険（日本郵政グループ）、住友生命保険相互会
社、大同生命保険（株）、明治安田生命保険相互会社、野村證券

（株）、SMBC日興証券（株）、（株）クレディセゾン、三井住友カード
（株）、（株）ジャックス など
【運輸・不動産】 日本航空（株）、全日本空輸（株）、東日本旅客鉄道
（株）、国際興業（株）、丸全昭和運輸（株）、（株）アトレ
【マスコミ】 （株）東北新社、東映（株）、（株）ザイオン、（株）学情、（株）
JTBコミュニケーションデザイン、エン･ジャパン（株）

【情報・通信】 ソフトバンク（株）、東日本電信電話（株）（NTT東日
本）、KDDI（株）、（株）サイバーエージェント、（株）オプト、（株）ミ
クシィ、（株）セールスフォース・ドットコム、（株）ワークスアプリケーショ
ンズ、（株）オービックビジネスコンサルタント、NECソリューションイ
ノベータ（株）、（株）日立ソリューションズ、（株）日立システムズ、（株）
富士通エフサス、富士通エフ・アイ・ピー（株）、（株）富士通ビー・エ
ス・シー、（株）トラストバンク、シンプレクス（株）、ディップ（株）、（株）
シャノン、（株）ソニックムーブ、（株）ゲームオン、（株）ウェブシステム、

（株）DYM、（株）インフォメーション・ディベロプメント など
【医療・福祉】 （株）ニチイ学館、認定特定非営利活動法人フローレ
ンス、国際医療福祉大学・高邦会グループ など

【教育】 学校法人慈恵大学 東京慈恵会医科大学、（株）公文教育
研究会、学校法人河合塾、（株）四谷大塚、（株）こうゆう など

【サービス】 （株）ドリームインキュベータ、（株）ぐるなび、（株）パソナ、
ANAセールス（株）、ANAエアポートサービス（株）、（株）東京ドーム、

（株）ミリアルリゾートホテルズ、公益財団法人日本武道館、仙台ター
ミナルビル（株）、山田債権回収管理総合事務所、興銀リース（株）、
野村不動産パートナーズ（株）、伊藤忠人事総務サービス（株）、共
同エンジニアリング（株）、JA三井リース（株）、キャリアリンク（株）、

（株）ネオキャリア、エイチアールワン（株）、（株）カインド・メディカル、
コナミグループ、（株）プレジャーネクスト、シービーアールイー（株）、
JBSテクノロジー（株）、WDB（株）、（株）カクバリズム、（株）ナイスク、

（株）白水社 など
【公務】 練馬区役所、世田谷区役所、千葉市役所、さいたま市役所、
国立市役所、小平市役所、羽生市役所、北海道警察本部

【進学】 法政大学大学院スポーツ健康科学研究科、東京学芸大学
特別支援教育特別専攻科 など

2016年3月 卒業生業種別就職先 卒業後の進路
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法政大学 キャリアデザイン学部
〒102-8160 東京都千代田区富士見2-17-1
TEL 03-3264-9341  http://www.hosei.ac.jp/

FACULTY OF LIFELONG LEARNING
AND CAREER STUDIES

入試の詳細については、大学案内をご覧ください。

この学部では、多様な入試のかたち（一般入試、大学入試
センター試験、推薦入試、特別入試など）を用意しています。
自分に合った入試に挑戦してください。

学部フェイスブック
https://www.facebook.com/hoseicareerdesign

学部
FB

学部ホームページ
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授業

キャリアデザイン学部チャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCnWyfxKYxxbchdJzzKSY4KA

You
Tube

FACULTY OF LIFELONG LEARNING AND CAREER STUDIES


